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セルフチェックシート及び評価シートの内容 

	

	

１．TS-59セルフチェックシートについて 

	

１）TS-59 セルフチェックシートの役割	

TS-59 セルフチェックシートは、就労準備支援事業において利用者を支援するた

めに必要な情報を把握し、利用者の状況改善につなげるにはどのような支援が望

ましいかを考える上で有効なアセスメントツールとなっています。さらに、就職後

の職場定着支援においても活用できます。	

	

２）TS-59 セルフチェックシートの構成	

TS-59 セルフチェックシートは 59 項目からなり、「日常生活自立（1～20）」「社

会生活自立（21～40）」「就労自立（41～59）」の 3 つの大分類に分類されます。大

分類はそれぞれ次の中分類に分かれます。	

大分類 中分類 項目番号 

日常生活自立 
生活習慣 1～12 

対人スキル 13～20 

社会生活自立 

就労に向けた意識 21～25 

対人スキル 26～36 

作業スキル 37～40 

就労自立 

作業スキル 41～50 

働く意欲 51～52 

働き方の整理 53～59 

さらに、継続した通院・服薬中の利用者には、別途３項目の設問を設けました。	

	

３）回答の時期	

【初回】・・・・・利用者と関わった当初	 	

【２回目以降】・・①	個人の状況に変化があった時	

※例えば、生活に変化があった時、これまでにない行動を起こし

た時、講習やプログラムへの参加前後、就職した時、就職して 1 か

月経過した時、支援期間満了時など、繰り返し実施	 	

②	①のような状況に変化がない場合も１か月毎に実施するなど、

一定期間毎に実施	
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４）回答の方法	

・必ず全ての項目を埋めてください。チェックの漏れがないように支援員はチェック

終了時に利用者の前で確認をしてください。（空欄の項目があると正しくグラフ化

されません）	

・各設問への回答は１つに限り、どちらか迷った場合は現在の状況により近い項目を

回答してください。	

・回答する項目の内容が理解できず、利用者が単独でセルフチェックシートに記入で

きない場合は、支援員が利用者と共に実施してください。	

・来所時や面談時に実施する事が望ましいですが、就職後などは郵送で実施してもか

まいません。	

・極端に回答する時間が短い場合は設問を理解できていないことや、飛ばして回答し

ているなど記入漏れの恐れがありますので注意してください。 
	

５）回答結果のエクセルシートへの入力	

回答結果のセルフチェックシートは、「評価ツールの構成・使用方法」（本マニュアル 17

ページ以降）で示すエクセルシートへ入力をすることで、グラフ化して表示されます。	

就労状況、家族の有無については、エクセルに入力することで分析に適切な数値に変換

されるようになっています。	
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６）TS-59 セルフチェックシート 
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２．GN-25 評価シートについて 

	

１）GN-25 評価シートの役割	

GN-25 評価シートは、厚生労働省社会福祉推進事業「生活困窮者自立支援法における

就労準備支援事業評価ガイドライン作成事業委員会」で作成された「就労準備支援事業

評価ガイドライン」を参考にし、作成しました。これは日常生活自立・社会生活自立・

就労自立の評価の分類から、生活習慣の改善などの評価をし、支援の効果を可視化し把

握できる内容となっています。同じ項目で利用者と支援員が同時に評価をすることで、

認識のギャップを図るツールとしても利用できます。	

	

２）GN-25 評価シートの構成	

GN-25 評価シートは、日常生活自立・社会生活自立・就労自立の評価の分類を 10 の評

価の詳細に分け、更に 16 の評価の指標に分けて、詳細な 25 の設問で構成されています。	
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３）評価の時期	

自己評価・支援員評価の実施	

【初回】・・・利用者と関わった当初	

【２回目以降】・・①	個人の状況に変化があった時	

②	定期的（例えば 1 か月ごと等）	

	

※自己評価と支援員評価は必ず同時に行ってください。	

	

４）評価の方法	

・	必ず全ての項目を埋めてください。チェック漏れがないように支援員はチェック終了
時に利用者の前で確認をしてください。（空欄の項目があると正しくグラフ化されませ

ん）	

・	各項目への回答は 1 つに限り、どちらか迷った場合、現在の状況により近い項目を回
答してください。	

・	回答する項目の内容が理解できず、利用者が単独で評価シートに回答できない場合は、
支援員が利用者と共に実施してください。	

・	来所時や面談時に実施する事が望ましいですが、就職後などは郵送で実施してもかま
いません。	

・	極端に回答する時間が短い場合は設問を理解できていないことや、飛ばして回答して
いるなど記入漏れの恐れがありますので注意してください。	

・	支援員が評価を行う際は「７）評価の基準」をもとに評価を実施してください。	
・	支援員による評価は必ず複数の支援員により、実施してください。	

Ø 支援員によって利用者への見方が異なるため、客観的な評価ができない場合があり

ます。複数人で協議し客観性を担保することを図っています。	

	

５）回答結果のエクセルシートへの入力	

回答結果のセルフチェックシートは、「評価ツールの構成・使用方法」（本マニュアル 17

ページ以降）で示すエクセルシートへ入力をすることで、グラフ化して表示されます。	

就労に関する項目や、反転項目となっている設問については、エクセルに入力すること

で分析に適切な数値に変換されるようになっています。	
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６）GN-25 評価シート 
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７）評価の基準	

設問１	 「就寝、起床時間がばらばらである」 

注） 
就寝、起床時間が一定かどうかを問うものであり、昼夜逆転していたとしても問

題ありません。	  

４ 就寝、起床時間が毎日ばらばらである場合 

３ 週の半分程度、就寝、起床時間が大きく変動する場合 

２ おおむね一定しているが、日によって 1～2時間程度変動がある場合 

１ 就寝、起床時間が毎日一定である場合 

 
設問２	 「規則正しく食事をとっている」 

注） 
毎日の食事が同じ時間にとれているかを問うものであり、食事の回数や内容は問

いません。 

４ 食事をとる時間が毎日一定である場合 

３ おおむね一定しているが、日によって 1～2時間程度変動がある場合 

２ 週の半分程度、食事をとる時間が大きく変動する場合 

１ 食事をとる時間が毎日ばらばらである場合 

 
設問３	 「約束の時間を守り行動することができる」 

４ 常に約束の時間を守り行動することができている場合 

３ まれに約束を守れない場合 

２ ときどき約束を守れない場合 

１ 常に約束を守れない場合 

 
設問４	 「その場に応じた身だしなみができている」 

４ 常にその場に応じた身だしなみができている場合 

３ その場に応じた身だしなみを心がけているが、ときどきアドバイスが必要な場合 

２ 
その場に応じた身だしなみを心がけているが、その場に応じた被服を持ち合わせ

ていない場合 

１ その場に応じた身だしなみを心がけておらず、できていない場合 
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設問５	 「健康状態は良好である」 

４ 健康状態は良好であり、安定して働き続けることができる場合 

３ 定期的な通院や服薬をしていても、安定して働き続けることができる状態の場合 

２ ときどき健康を害する場合 

１ 安定して働き続けることができない健康状態の場合 

 
設問６	 「プログラムに休まず参加することができる」 

４ 毎回プログラムに休まずに参加することができる場合 

３ まれにプログラムを休む場合 

２ ときどきプログラムを休む場合 

１ 毎回プログラムを休んでいる場合 

 
設問７	 「感情のコントロールができており、イライラしたり落ち込んだりせず、安定し

た気持ちを持ち続けることができる」 

４ 常に感情のコントロールができている場合 

３ まれに感情のコントロールができていない場合 

２ ときどき感情のコントロールができていない場合 

１ 常に感情のコントロールができていない場合 

 
設問８	 「自分で目標を考え、設定することができる」 

４ 目標を一人で考え、設定することができる場合 

３ 
他者からのアドバイスがあれば、それをもとに自分で考え、設定することができ

る場合 

２ 
目標を考えるが、適切に設定できない場合もしくは、他者からのアドバイスをそ

のまま目標にしてしまう場合 

１ 目標を考えようとしない場合 
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設問９	 「その場に応じたあいさつ・言葉遣いができている」 

４ その場に応じたあいさつ・言葉遣いが常にできている場合 

３ その場に応じたあいさつ・言葉遣いがまれにできていない場合 

２ その場に応じたあいさつ・言葉遣いがときどきできていない場合 

１ その場に応じたあいさつ・言葉遣いが常にできていない場合 

 
設問１０	 「自分の意思や気持ちをまわりの人に伝えることができる」 

４ 自分の意思や気持ちをまわりの人に伝えることが常にできている場合 

３ 自分の意思や気持ちをまわりの人に伝えることがまれにできていない場合 

２ 自分の意思や気持ちをまわりの人に伝えることがときどきできていない場合 

１ 自分の意思や気持ちをまわりの人に伝えることが常にできていない場合 

 
設問１１	 「以前より人と会話する機会が増えた」 

４ 会話をする機会が大きく増えた場合 

３ 会話をする機会が少し増えた場合 

２ 会話をする機会が増えていない場合 

１ 会話をする機会がない場合 

 
設問１２	 「人と関わることがむずかしい」 

注） 
「人と関わることがむずかしい」とは、コミュニケーションがとれないことをい

います。 

４ 誰ともコミュニケーションがとれない場合 

３ 家族など身近な人としかコミュニケーションがとれない場合 

２ 家族以外でも限られた人であればコミュニケーションがとれる場合 

１ 誰とでもコミュニケーションがとれる場合 
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設問１３	 「大勢の人と一緒に協力して作業に取り組むことができる」 

４ 大勢の人と一緒に協力して作業に取り組むことができる場合 

３ 少人数なら一緒に協力して作業に取り組むことができる場合 

２ 協力して作業をすることは難しいが、同じ場所で一人であれば作業ができる場合 

１ 人がいる場所で作業ができない場合 

 
設問１４	 「その場の雰囲気に合わせて自分の感情や行動をコントロールできる」 

４ 常にその場の雰囲気に合わせて自分の感情や行動をコントロールできる場合 

３ その場の雰囲気に合わせてまれに自分の感情や行動をコントロールできない場合 

２ 
その場の雰囲気に合わせてときどき自分の感情や行動をコントロールできない場

合 

１ 常にその場の雰囲気に合わせて自分の感情や行動をコントロールできない場合 

 
設問１５	「人の話を聞くときは聞くことに専念し、内容や気持ちを理解することができ

る」 

４ 常に話の内容や相手の気持ちを理解できている場合 

３ 話の内容や相手の気持ちをときどき理解できていない場合 

２ 常に話の内容や相手の気持ちを理解できていない場合 

１ 人の話を聞くことに専念していない場合 

 
設問１６	 「自分にも何かできることがあると思う」 

４ 自分にもできることがあり、現実的かつ具体的に表現ができる場合 

３ 自分にもできることがあると思っているが、それを具体的に表現ができない場合 

２ 自分にもできることを具体的に表現するが、その内容が現実的ではない場合 

１ 自分には何もできることがないと思っている場合 

 
設問１７	 「自分の得意・不得意を理解し、受け入れることができる」 

４ 自分の得意・不得意を理解して受け入れることができる場合 

３ 
不得意なことにしか目がいかず、得意なことに気付くことがない等、どちらか一

方しか理解できていない場合 

２ 得意・不得意を理解しているが、受け入れることができない場合 

１ 自分の得意・不得意を理解できず、受け入れることもできない場合 
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設問１８	 「働きたい気持ちがある」 

注） 言葉だけではなく、行動も伴っているかを総合的に評価します。 

４ 働きたい気持ちを具体的に言葉で表現することができ、行動も現実的である場合 

３ 
働きたい気持ちを具体的に言葉で表現することはできないが、行動に移すことが

できている場合 

２ 
働きたい気持ちを具体的に言葉で表現することができるが、行動に移すことがで

きない場合 

１ 働きたい気持ちがない場合 

 
設問１９	 「働き続ける自信がある」 

注） 

働き続ける自信があるかについて、①社会力（あいさつ、マナー、コミュニケー

ション等）、②自己管理力（体力、生活リズム、体調、メンタル等）、③スキル（仕

事に必要な知識・能力がある、または身につける力がある等）といったものが備

わっているかという点から、総合的に判断してください。言葉だけではなく、行

動も伴っているかを総合的に評価します。 

４ 「働き続ける自信がある」と言っており、３つの力も十分にあるといえる場合 

３ 「働き続ける自信がない」と言っているが、３つの力は十分にあるといえる場合 

２ 
「働き続ける自信がある」と言っているが、３つの力のうち一部が不足している

場合 

１ 「働き続ける自信がない」と言っており、３つの力も不足している場合 

 
設問２０	 「集中してその日のプログラム・業務に最後まで取り組むことができない」 

４ 集中してその日のプログラム・業務に取り組むことが全くできない場合 

３ その日のプログラム・業務の途中でときどき集中力が切れてしまう場合 

２ その日のプログラム・業務の途中でまれに集中力が切れてしまう場合 

１ 常に集中してその日のプログラム・業務に最後まで取り組むことができる場合 
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設問２１	 「希望する仕事に就くための情報・資料を集めている」 

注） 言葉だけではなく、行動も伴っているかを総合的に評価します。 

４ 希望する仕事が明確であり、必要な情報・資料を集めている場合 

３ 
希望する仕事が明確ではないが、関心のある仕事が複数あり、それらについて必

要な情報・資料を集めている場合 

２ 
希望する仕事が明確ではなく、関心のある仕事も特別ないが、就職するための情

報・資料を集めている場合 

１ 就職するための情報・資料を集めていない場合 

 
設問２２	 「実際に応募する準備ができていない」 

４ 求人検索、応募書類の作成、面接対策などの準備に全く取り組んでいない場合 

３ 
求人検索、応募書類の作成、面接対策などの準備のいずれか２つができていない

場合 

２ 
求人検索、応募書類の作成、面接対策などの準備のいずれか１つができていない

場合 

１ 求人検索、応募書類の作成、面接対策などの準備がすべてできている場合 

 
設問２３	 「求職活動をしている、または就職相談をしている」 

注） 
「求職活動」には、応募やその準備だけでなく、就職に向けたセミナーやプログ

ラムへの参加も含みます。また、相談内容は、生活相談や悩み相談だけではなく、

就職相談を含むものであることが必要です。 

４ 常に求職活動や就職相談をしている場合 

３ 気が向けば求職活動や就職相談ができる場合 

２ 
求職活動をしておらず、就職相談のための面談はしているが、面談の内容が生活

相談や悩み相談だけの場合 

１ 求職活動や就職相談を全くしていない場合 
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設問２４	 「興味・関心のある仕事・業務がある」 

４ 興味・関心のある仕事・業務が具体的に定まっている場合 

３ 興味・関心のある仕事・業務が複数あり絞ることができない場合 

２ 興味・関心のある仕事・業務があると言うが、具体的に言うことができない場合 

１ 興味・関心のある仕事・業務が全くない場合 

 
設問２５	 「希望する仕事・業務につくための知識や技能を持っている」 

４ 希望する仕事・業務が明確であり、知識や技能を持っている場合 

３ 希望する仕事・業務が明確であり、知識か技能のいずれかだけある場合 

２ 希望する仕事・業務が明確であるが、知識も技能も持っていない場合 

１ 希望する仕事・業務が明確ではない場合 
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評価ツールの構成・使用方法 
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スマートチェック機能 利用マニュアル 
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就労準備支援事業でセルフチェックシートおよび 

評価シートを活用する目的 
 

	

1. 支援開始時における計画の作成段階や利用者と関わった当初から利用者の状態の変化、

支援の効果等を継続的に把握することができます。	

	

2. セルフチェックシート・評価シートを実施することによって、支援開始時の利用者の日

常生活自立・社会生活自立・就労自立の状況と課題を把握し、その時々の利用者の状態

に合った支援計画（課題・長期目標・短期目標・期間・支援内容など）の設計に有益な

情報を得ることができます。(例：「社会生活自立」の項目が弱いので、社会生活自立を

促すプログラムを提供するなど）。	

	

3. プログラム参加前後の変化を比較することで、事業者は実施したプログラムの効果が

利用者に現れているか検証を行うことができます。また、次のプログラムを設計するの

に有益な情報を得ることができます。	

	

4. セルフチェックシート・評価シートにおける自己評価と、支援員等による評価が著しく

異なる場合、利用者が自らの状態を正しく認識できていない可能性が考えられます（極

端な楽観主義、自信過剰、極端に自己肯定感が低いなど）。このことは、支援プログラ

ムの設計に有益な情報となります。	

	

5. 就労準備支援事業の効果を測定することは、実施団体の事業を改善するだけでなく、そ

の結果を広く共有することによって、全国の就労準備支援事業のいっそうの発展に貢

献します。	
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データを見る際のチェックポイント 

 
見える化ツール等でデータを見る際のチェックポイントを紹介します。詳しい説明は報

告書の第 4 章をご参照ください。なお、ここに載せたのは本事業の試験調査で分かったこ
とのみですので、地域や事業者によって、あるいは利用者の状況によって、他にもたくさん

チェックポイントが見つかるかもしれません。ぜひ使い方を工夫してみてください。 
 

セルフチェックシートの合計点を棒グラフで見る場合のチェックポイント 

(１)初回支援から点数が上昇しているか？ 

⇒ 総合的に見た状態の改善を表しています。 

(２)就職後や企業実習後に点数が急に落ちていないかどうか？ 

⇒ リアリティショックを受けている可能性があります。 

(３)点数が急激に低下していないかどうか？ 

⇒ 利用者の身体的、精神的な状況が悪化している可能性があります。 

本人だけでなく、周囲の環境や家族の状況にも注意してみて下さい。 

 

利用者と支援者がつけた評価シートの結果をレーダーチャートで比較する

場合のチェックポイント 

(１)点数の差が大きくないかどうか？ 

⇒ 利用者の自己認識に課題があるかもしれません。 

(２)かたちのバランスがとれているかどうか？ 

⇒ 特定の分野に課題が見つかるもしれません。 

 

セルフチェックシートや評価シートの各項目をチェックする場合の 

チェックポイント 

(１)点数の変動が大きい項目がないかどうか？ 

(２)点数が徐々に下がっている項目がないかどうか？ 

(３)最低点を続けている項目がないかどうか？ 

⇒ 内容が似た項目に集中していれば、課題のあるサインです。 
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